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成長だった前月からプラス圏を回復するかが焦点になる。
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指数はわずかながら

日は中国の

気されて反落した。

上がりした一方、

増と前月の実績から下振れした影響で反落して終了。今週は

日に

率が

 ▼指数チャート

 ▼指数チャート

11/3
3,150

3,200

3,250

3,300

3,350

3,400

11/3
1,730

1,745

1,760

1,775

1,790

1,805

【シンガポール】

【マレーシア】

【先週の動き／今週の展望】

1.1％高、今週は

ストレーツタイムズ指数は週間で

堅調に推移した。週初の

権の増加で 7－9

売られて指数は小幅

をけん引し、終値で約

した。その後も 9

売上高が自動車部門の低迷で前年同月比

に減少に転じたこと

17 日に 10 月の非石油地場輸出が発表される予定で、マイナス

成長だった前月からプラス圏を回復するかが焦点になる。
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